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行
政
機
関
設
置
条
例
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一
部
を
改
正
す
る
条
例
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る
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成
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行
政
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
機
関
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
二
第
二
項
の
表
宮
城
県
仙
台
中
央
県
税
事
務
所
の
項
中
「
平
成
二
丁
目
」
の
下
に
「
、
町
前
一
丁
目
」
を
、

「
南
目
館
」
の
下
に
「
、
宮
内
一
丁
目
」
を
加
え
る
。
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則
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条
例
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公
布
の
日
か
ら
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行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
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浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
三
号

　
　
　

県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
表
宮
城
県
女
川
高
等
学
校
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則
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成
二
十
六
年
四
月
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日
か
ら
施
行
す
る
。
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一
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を
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す
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条
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を
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こ
に
公
布
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る
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平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
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十
四
号

　
　
　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
条
例
（
昭
和
五
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
中
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又
は
設
備
」
を
「
、
設
備
、
器
具
等
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
又
は
設
備
を
き
損
す
る
」
を
「
、
設
備
、
器
具
等
を
損
傷
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
利
用
料
金
）

第 
十
条　

使
用
者
は
、
射
撃
場
の
使
用
に
係
る
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。）
を
指
定
管
理
者
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　

利
用
料
金
は
、
別
表
に
定
め
る
基
準
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
当
該
基
準
額
に
百
分
の
百
五
十
を

乗
じ
て
得
た
額
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
は
、
あ

ら
か
じ
め
当
該
利
用
料
金
に
つ
い
て
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３ 　

利
用
料
金
は
、
指
定
管
理
者
の
収
入
と
す
る
。
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４ 　

指
定
管
理
者
が
既
に
収
受
し
た
利
用
料
金
は
、
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
、
使
用
者
が
そ
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
事
由
に
よ
り
射
撃
場
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
と
き
そ
の
他
指
定
管
理
者
が
特
別
の
理
由
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「（
利
用
料
金
の
免
除
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
知
事
は
」
を
「
指
定
管
理
者
は
」
に
、

「
使
用
料
」
を
「
利
用
料
金
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
。
以
下
同
じ
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第

二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２ 　

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け
た
基
準
に
よ
り
、
利
用
料

金
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
十
三
条
を
削
り
、
第
十
四
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

　

別
表
中
「

使

用

料

の

額

」
を

「

利

用

料

金

の

基

準

額

」
に
改
め
、
同
表
備
考
第
二
号
中
「
使
用
料
の
額
」
を
「
利
用
料

金
の
基
準
額
」
に
改
め
、
同
表
備
考
第
三
号
中
「
使
用
料
」
を
「
利
用
料
金
の
基
準
額
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１ 　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

改
正
前
の
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
条
例
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
手
続
、
処
分
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
後
の
ラ
イ
フ
ル

射
撃
場
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
中
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
新
条
例
の
相
当
規
定

に
よ
り
さ
れ
た
手
続
、
処
分
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

３　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

（
準
備
行
為
）

４ 　

新
条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の
承
認
の
申
請
そ
の
他
の
準
備
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の

日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
五
号

　
　
　

宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

一
条　

宮
城
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

附
則
第
五
条
の
五
中
「
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　

 　

附
則
第
十
六
条
の
二
の
見
出
し
中
「
配
当
所
得
」
を
「
配
当
所
得
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
次
項
」

及
び
「
お
い
て
、
当
該
上
場
株
式
等
の
配
当
等
の
支
払
を
受
け
る
べ
き
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の

県
民
税
に
つ
い
て
当
該
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
旨
の
記
載
の
あ
る
法
第
三
十
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
た
と
き
」
を
削
り
、「
配
当
所
得
に

つ
い
て
は
、
第
二
十
三
条
」
を
「
利
子
所
得
及
び
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
三
条
」
に
、「
配
当
所
得
の
金

額
（
以
下
」
を
「
利
子
所
得
の
金
額
及
び
配
当
所
得
の
金
額
と
し
て
令
附
則
第
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
項
に
規
定

す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
以
下
」
に
、「
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
」
を
「
上
場
株
式
等

に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
に
、「
課
税
配
当
所
得
」
を
「
課
税
配
当
所
得
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
県

民
税
」
を
「
前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当

等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
と
い
う
。）
に
係
る
配
当
所
得
に
係
る
部
分
は
、
県

民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
当
該
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
の
支
払
を
受
け
る
べ
き
年
の
翌
年
の
四
月
一
日

の
属
す
る
年
度
分
の
県
民
税
に
つ
い
て
当
該
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
前
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
の
あ
る
法
第
三
十
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
に
限

り
適
用
す
る
も
の
と
し
、
県
民
税
」
に
、「
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
を
「
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
」
に
改
め
、

「
の
金
額
」
を
削
る
。

　

 　

附
則
第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
株
式
等
」
を
「
一
般
株
式
等
」
に
、
同
条
第
一
項
中
「
株
式
等
に
」
を
「
一
般

株
式
等
に
」
に
改
め
、「
当
該
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
を
有
す
る
場
合

に
は
、
当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
（
法
第
三
十
二
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第

十
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
を
除
く
。）
を
除
外
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。」
を
削
り
、「
附
則
第

三
十
五
条
の
二
第
五
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
県
民

税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
」
を
「
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
を
有

す
る
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
当
該
一
般
株
式
等
に
つ
き
」
に
、「
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十

第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
（
所
得
税
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
部
分
の
金
額
を
除
く
。）
そ
の

他
令
附
則
第
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
同
項
に
規
定
す
る
金
額
並
び
に
租
税
特
別
措

置
法
第
四
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
七
条
の
十
第
四
項
並
び
に
」
を
「
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
同
法
」
に

改
め
、「
に
規
定
す
る
交
付
を
受
け
る
金
額
（
こ
れ
ら
」
を
削
り
、「
同
法
第
三
十
七
条
の
十
第
一
項
」
を
「
所
得
税

法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
二
章
の
規
定
の
適
用
上
同
法
第
三
十
七
条
の
十
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
七
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条
の
十
四
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、「
株
式
等
」
を
「
一
般
株
式
等
」
に
改
め
、「
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）」

を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
五
項
各
号
の
」
を
「
附
則
第
三
十
五

条
の
二
第
四
項
各
号
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

　

 　

附
則
第
二
十
一
条
の
三
を
削
る
。

　

 　

附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
一
の
二
第
一
項
」

に
、「
特
定
管
理
株
式
（
」
を
「
特
定
管
理
株
式
等
（
」
に
、「
特
定
管
理
株
式
」」
を
「
特
定
管
理
株
式
等
」」
に
、

「
又
は
同
項
」
を
「
、
同
項
」
に
、「
が
株
式
」
を
「
又
は
同
法
第
三
十
七
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特

定
口
座
内
公
社
債
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
口
座
内
公
社
債
」
と
い
う
。）
が
株
式
又
は
同
法
第
三
十
七
条

の
十
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
公
社
債
」
に
、「
同
項
各
号
」
を
「
同
法
第
三
十
七
条
の
十
一
の
二
第
一
項
各
号
」

に
、「
特
定
管
理
株
式
又
は
特
定
保
有
株
式
の
譲
渡
（
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第

二
十
八
条
第
八
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
取
引
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
「
特
定
管
理
株
式
等
、
特
定
保
有
株
式
又
は
特
定
口
座
内
公
社
債
の
譲
渡
」
に
、「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
一
項
」

を
「
附
則
第
十
八
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
当
該
特
定
管
理
株
式
又
は
特
定
保
有
株
式
の
譲
渡
を
」
を
「
次
条
第
二

項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
譲
渡
を
」
に
、「
こ
の
条
及
び
前
条
」
を
「
前
条
か
ら
次
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
一
の
二
第
一
項
」
に
、「
特
定
管
理
株
式
」

を
「
特
定
管
理
株
式
等
」
に
、「
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
令
附
則
第
十
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
を

含
む
」
を
「
同
法
第
三
十
七
条
の
十
一
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
譲
渡
を
い
う
」
に
、「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
三
項
」

を
「
附
則
第
十
八
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
附
則
第
二
十
二
条
の
二
」
を
「
附
則
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
附
則
第
十
八
条
の
二
第
四
項
」
を
「
附
則
第
十
八
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
二

十
一
条
の
三
と
し
、
附
則
第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　

（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
県
民
税
の
課
税
の
特
例
）

　

第 

二
十
一
条
の
二　

当
分
の
間
、
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の

十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲

渡
所
得
等
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
所
得
と
区
分
し
、
前
年

中
の
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
と
し
て
令
附
則
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
（
当
該
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
を

有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
（
法
第
三
十
二
条
第
十
五
項
の
規
定

に
よ
り
同
条
第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
を
除
く
。）
を
除
外
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
上
場
株
式
等
に
係
る

課
税
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三

十
四
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
）
を
い
う
。）
の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額

に
相
当
す
る
県
民
税
の
所
得
割
を
課
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の

計
算
上
生
じ
た
損
失
の
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
県
民
税
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
損
失
の
金
額

は
生
じ
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

　

2 　

租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
（
次
条
及
び
附
則
第
二
十
二
条
の
二

に
お
い
て
「
上
場
株
式
等
」
と
い
う
。）
を
有
す
る
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
当
該
上
場
株
式
等
に
つ

き
交
付
を
受
け
る
同
法
第
四
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
七
条
の
十
一
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の

十
四
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
所
得
税
法
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
二
章
の
規
定
の
適
用
上
同
法

第
四
条
の
四
第
三
項
、
第
三
十
七
条
の
十
一
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
十
四
の
三
第
一
項
及
び

第
二
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
収
入
金
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
は
、
前
項
に
規
定

す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
収
入
金
額
と
み
な
し
て
、
県
民
税
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。

　

3 　

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、法
附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
四
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

 　

附
則
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
平
成
二
十
二
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
分
」
に
、「
附
則
第
二
十
一

条
第
一
項
後
段
」
を
「
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
後
段
」
に
、「
配
当
所
得
」
を
「
配
当
所
得
等
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
七
条
の
十
一
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
の
譲
渡
の
う
ち
同
法
」
を
削
り
、「
附

則
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
株
式
等
」
を
「
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
」
に
、

「
控
除
し
き
れ
な
い
」
を
「
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
配
当
所
得
の
」
を
「
計
算

し
た
」
に
改
め
、「
以
下
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
後
段
」
を
「
附
則
第
二
十
一
条

の
二
第
一
項
後
段
」
に
、「
の
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
の
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
株
式
等

に
係
る
譲
渡
所
得
等
」
を
「
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
」
に
、「
配
当
所
得
」
を
「
配
当
所
得
等
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
株
式
等
」
を
「
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
上
場
株
式
等
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
附
則
第
二
十
一

条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、「
配
当
所
得
の
」
を
「
計
算
し
た
」
に
改
め
、「
以
下
」
を
削
り
、「
附
則
第
二

十
一
条
第
一
項
中
」
を
「
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
中
」
に
改
め
る
。

　
 　

附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
、「（
第
四
項
」
を
「（
第
六
項
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
」
を
「
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
附
則
第

二
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
計
算
し
た
金
額
（
」

と
あ
る
の
は
「
計
算
し
た
金
額
（
附
則
第
二
十
二
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金

額
。」
と
、
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
、「
計
算
し
た
金
額
（
附
則
第
二
十
二
条
第
三
項
」
を
「「
計
算

し
た
金
額
（
附
則
第
二
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
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三
項
及
び
前
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
五
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
三
の
二
第
八
項
」
に
、「
株
式

等
」
を
「
一
般
株
式
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
金
額
（
」
の
下
に
「
第
三
項
又

は
」
を
加
え
、「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
六
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
第
八
項
」
に
、「
株
式
等
に
係
る
譲

渡
所
得
等
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
株
式
等
」
を
「
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
及
び
附
則
第
二

十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
を
限
度
と
し
て
、
当
該
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
等
の
金
額
及
び
上
場
株
式
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。

　

3 　

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
特
定
株
式
に
係
る
譲
渡
損
失
の
金
額
は
、
当
該
特
定
株
式
に
係
る
譲
渡
損

失
の
金
額
の
生
じ
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も

の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
第
四
十
九
条
第
三
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。）
に
当
該
特
定
株
式
に
係
る

譲
渡
損
失
の
金
額
の
控
除
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
と
き
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
町
村
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。）
に
限
り
、
附
則
第
二
十
一

条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
納
税
義
務
者
の
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場

株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
計
算
上

控
除
す
る
。

　

4 　

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
二
十
一
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一

項
中
「
計
算
し
た
金
額
（
」
と
あ
る
の
は
、「
計
算
し
た
金
額
（
附
則
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
適
用
後
の
金
額
と
し
、」
と
す
る
。

　

 　

附
則
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
の
株
式
等
」
を
「
の
上
場
株
式
等
」
に
改
め
る
。

　

（
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

二
条　

宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

 　

附
則
第
三
項
中
「
平
成
二
十
年
四
月
二
十
九
日
」
と
」
の
下
に
「
、「
令
附
則
第
十
八
条
の
六
第
十
四
項
」
と
あ

る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
令
及
び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二

十
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
附
則
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
令
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
令
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
旧
令
」
と
い
う
。）
附
則
第
十
八
条
の
六

第
十
四
項
」
と
、「
令
附
則
第
十
八
条
の
六
第
十
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
附
則
第
十
八
条
の
六
第
十
五
項
」
と
、

「
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成

二
十
年
総
務
省
令
第
五
十
七
号
）
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同

令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
条
第
十
項
」
と
」
を
、「
限
る
。）」
と
」
の
下
に
「
、

同
条
第
七
項
中
「
令
」
と
あ
る
の
は
「
旧
令
」
と
」
を
加
え
る
。

第 

三
条　

宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

附
則
第
三
項
中
「
附
則
第
十
八
条
の
六
第
十
四
項
」
と
」
の
下
に
「
、「
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
県
税
条
例
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項

又
は
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
同
項
に
規
定
す
る
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
あ
る
の

は
「
新
条
例
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
い
う
。）
又
は
新
条
例
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の

金
額
」
と
い
う
。）」
と
、「
当
該
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
等
の
金
額
又
は
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

1 　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

　

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

2 　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
県
税
条
例
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県

民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
八
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

（
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

3 　

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
宮
城
県
県
税
条
例
附
則
第
二
十
二

条
第
六
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
八
年
度

分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
税
減
免
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
六
号

　
　
　

県
税
減
免
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
税
減
免
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
課
税
配
当
所
得
」
を
「
課
税
配
当
所
得
等
」
に
、「
規
定
す
る
株
式
等
」
を
「
規
定
す

る
一
般
株
式
等
」
に
改
め
、「
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
の
下
に
「
、
県
税
条
例
附
則
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
を
加
え
る
。

　

第
六
条
第
三
号
中
「
社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社
（
」
を
「
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社
（
」
に
、「
財
団
法

人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社
」
を
「
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社
」
に
、「
財
団
法
人
仙
台
市
建
設
公
社
（
」

を
「
公
益
財
団
法
人
仙
台
市
建
設
公
社
（
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
財
団
法
人
結
核
予
防
会
（
」
を
「
公
益
財
団

法
人
結
核
予
防
会
（
」
に
、「
財
団
法
人
宮
城
県
対
が
ん
協
会
（
」
を
「
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
対
が
ん
協
会
（
」
に
、

「
財
団
法
人
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
」
を
「
一
般
財
団
法
人
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
」
に
、「
財
団
法
人
杜
の
都

産
業
保
健
会
」
を
「
一
般
財
団
法
人
杜
の
都
産
業
保
健
会
」
に
、「
財
団
法
人
宮
城
県
予
防
医
学
協
会
（
」
を
「
一
般

財
団
法
人
宮
城
県
予
防
医
学
協
会
（
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
及
び
財
団
法
人
仙
台
国
際
育
友
会
（
昭
和
四
十
五

年
八
月
二
十
八
日
に
財
団
法
人
仙
台
国
際
育
友
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
八

号
中
「
社
団
法
人
宮
城
県
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
」
を
「
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
」
に
、「
財

団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
（
」
を
「
公
益
財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
財
団
（
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
社
団
法
人
宮
城
県
農
業
公
社
」
を
「
公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振

興
公
社
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中
「
財
団
法
人
宮
城
県
市
町
村
振
興
協
会
（
」
を
「
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
市
町

村
振
興
協
会
（
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
の
三
第
七
号
中
「
財
団
法
人
宮
城
県
対
が
ん
協
会
、
財
団
法
人
結
核
予
防
会
宮
城
県
支
部
」
を
「
公
益
財
団

法
人
宮
城
県
対
が
ん
協
会
、
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
結
核
予
防
会
」
に
、「
財
団
法
人
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
、
財

団
法
人
杜
の
都
産
業
保
健
会
及
び
財
団
法
人
宮
城
県
予
防
医
学
協
会
」
を
「
一
般
財
団
法
人
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
、

一
般
財
団
法
人
杜
の
都
産
業
保
健
会
及
び
一
般
財
団
法
人
宮
城
県
予
防
医
学
協
会
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
社
団

法
人
宮
城
県
交
通
安
全
協
会
」
を
「
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
交
通
安
全
協
会
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
社
団
法
人

宮
城
県
防
犯
協
会
連
合
会
（
」
を
「
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
防
犯
協
会
連
合
会
（
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
を
削
り
、

同
条
第
十
二
号
中
「
財
団
法
人
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
「
一
般
財
団
法
人
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
中
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
及
び
第
八
条
の
三
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
庁
舎
建
設
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
七
号

　
　
　

県
庁
舎
建
設
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
庁
舎
建
設
基
金
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

県
庁
舎
等
整
備
基
金
条
例

　

第
一
条
中
「
県
庁
舎
建
設
の
資
金
」
を
「
県
庁
舎
そ
の
他
の
公
用
又
は
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
つ
い
て
県
が
整

備
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
」
に
、「
県
庁
舎
建
設
基
金
」
を
「
県
庁
舎
等
整
備
基
金
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
八
号

　
　
　

 

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
条

例
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
四
条
中
「
。
以
下
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
条
例
」
と
い
う
。」
を
削
り
、「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基

準
条
例
第
四
十
七
条
」
を
「
同
条
例
第
四
十
七
条
」
に
、「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
条
例
第
四
十
八
条
第
一
項
」

を
「
同
条
例
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
次
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
関
す
る
特
例
）

第 
二
十
四
条
の
二　

規
則
で
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
（
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
第
六
十

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
を
い
う
。）
が
地
域
に
お
い
て
児
童
発
達
支
援

が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
児
童
発
達
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
児
に
対
し
て
指
定
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
（
同
令
第
六
十
二
条
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。）
の
う
ち
通
い
サ
ー

ビ
ス
（
同
令
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

当
該
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
、
当
該
通
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

宮　　城　　県　　公　　報



号外第45号　平成25年10月10日　木曜日 （6）

護
事
業
所
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
基
準
該
当
児

童
発
達
支
援
事
業
所
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
節
（
第
二
十
二
条
第
二
項
（
第
十
二
条
及
び
第
二
十

条
の
規
定
を
準
用
す
る
部
分
に
限
る
。）
及
び
次
条
を
除
く
。）
の
規
定
は
、
当
該
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

　

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
、
第
二
十
四
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
六
十
九
号

　
　
　

 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年

宮
城
県
条
例
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」
を
「
通
い
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
三
号
。
以
下
「
指
定
通
所
支

援
等
基
準
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー

ビ
ス
若
し
く
は
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条
例
第
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条
例
第

二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」
に
、「
利

用
者
」
を
「
障
害
者
及
び
障
害
児
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
利
用
者
」
を
「
障
害
者
及
び
障
害
児
」

に
改
め
る
。

　

第
九
十
三
条
中
「
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

十
四
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
三
号
）」
及
び
「
同
条
例
」
を
「
指
定
通
所
支
援
等
基
準
条
例
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

流
水
占
用
料
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
七
十
号

　
　
　

流
水
占
用
料
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

流
水
占
用
料
等
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

（
河
川
産
出
物
採
取
料
の
徴
収
方
法
の
特
例
）

5 　

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
河
川
産
出
物
採
取
許
可
を
受
け
た
者
か
ら
徴
収
す
る
当
該
河
川
産
出
物
採

取
許
可
に
係
る
河
川
産
出
物
採
取
料
（
別
表
第
四
号
の
表
八
の
項
及
び
九
の
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。）
は
、
第
四

条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
河
川
産
出
物
採
取
許
可
に

係
る
採
取
の
期
間
内
に
お
い
て
、
分
割
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

1 　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

2 　

改
正
後
の
流
水
占
用
料
等
条
例
附
則
第
五
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
河
川
産
出
物
採
取
許

可
（
同
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
河
川
産
出
物
採
取
許
可
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
受
け
た
者
か
ら
徴
収
す
る
当

該
河
川
産
出
物
採
取
許
可
に
係
る
河
川
産
出
物
採
取
料
（
同
条
例
別
表
第
四
号
の
表
八
の
項
及
び
九
の
項
に
係
る
も

の
を
除
く
。）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
沿
岸
漁
業
経
営
安
定
化
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
七
十
一
号

　
　
　

仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
沿
岸
漁
業
経
営
安
定
化
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第 
一
条　

仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
に
入
港
す
る
船
舶
の
航
行
に
よ
っ
て
生
じ
る
沿
岸
漁
業
に
係
る
被
害
の
防
止
及
び
救

済
そ
の
他
の
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域
に
お
け
る
沿
岸
漁
業
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
沿
岸
漁
業
経
営
安
定
化
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い

う
。）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

宮　　城　　県　　公　　報
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第 

二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

第 
三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第 

四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第 

五
条　

基
金
は
、
第
一
条
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第 

六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第 

七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

仙
台
塩
釜
港
石
巻
港
区
沿
岸
漁
業
経
営
安
定
化
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
七
十
二
号

　
　
　

仙
台
塩
釜
港
石
巻
港
区
沿
岸
漁
業
経
営
安
定
化
基
金
条
例

　

（
設
置
）

第 

一
条　

仙
台
塩
釜
港
石
巻
港
区
に
入
港
す
る
船
舶
の
航
行
に
よ
っ
て
生
じ
る
沿
岸
漁
業
に
係
る
被
害
の
防
止
及
び
救

済
そ
の
他
の
仙
台
塩
釜
港
石
巻
港
区
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域
に
お
け
る
沿
岸
漁
業
の
経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
仙
台
塩
釜
港
石
巻
港
区
沿
岸
漁
業
経
営
安
定
化
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い

う
。）
を
設
置
す
る
。

　

（
積
立
て
）

第 

二
条　

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
予
算
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
の
額
と
す
る
。

　

（
管
理
）

第 

三
条　

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
確
実
な
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
の
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
運
用
収
益
の
処
理
）

第 

四
条　

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入
す
る
も
の
と
す

る
。

　

（
処
分
）

第 

五
条　

基
金
は
、
第
一
条
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
場
合
に
限
り
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
繰
替
運
用
）

第 

六
条　

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利
率
を
定
め
て
、

基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第 

七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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